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【目的】  







当院で BV 投与後に腫瘍再増大により死亡し剖検が行われた 4 症例（神経膠芽腫
3 例、低悪性度神経膠腫からの悪性転化 1 例）を対象とした。初回手術時と、
放射線治療と BV 含めた化学療法施行後に再発し剖検を行った時の腫瘍組織を
HE 染色および免疫組織化学染色した。免疫染色では CD31、α smooth muscle 
actin(α SMA)、VEGF-A、VEGFR-1(Flt-1)、Basic fibroblast growth factor (bFGF)、
Platelet-derived growth factor-BB (PDGF-BB)の発現を評価した。  
【結果】  
初回手術時 (BV 投与前 )と比較して、剖検時（ BV 投与後）では腫瘍血管での内皮
細胞の増殖が抑制されていたが、α SMA 陽性の周皮細胞の増殖が顕著にみられ
た。血管内腔は比較的開存性が保たれており、血管密度に差はみられなかった。






投与前後の腫瘍病理像を比較することで、 BV の VEGF 抑制効果が投与終了後に
も保持されること、しかし一方で VEGF receptor のみならず、他の血管新生因
子を up-regulate し、血管形態の変化を伴って急速な腫瘍増大を引き起こすこ
とが示唆された。なお、BV 非投与剖検例では、前述の特徴的な形態変化は認め






悪性神経膠腫において、 BV 治療後の再増大時には VEGF 以外の血管新生経路が
up-regulate され、血管周皮細胞増殖を主体とした血管リモデリングにより腫
瘍進展が促されることが示唆された。  
